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　「
和
讃
の
お
は
な
し
」

　
　
　
　
　
　
真
宗
大
谷
派
　
鍵
役

　
　
　
　
　
　
　
　
宣
心
院
　
大
谷
　
暢
文

『
現
世
利
益
和
讃(

十
一)

』

天
神
地
祇
は
こ
と
ご
と
く

　
善
鬼
神
と
な
づ
け
た
り

　
こ
れ
ら
の
善
神
み
な
と
も
に

　
念
仏
の
ひ
と
を
ま
も
る
な
り

(

天
の
神
や
地
の
神
は
こ
と
ご
と
く
、
す
べ

て
善
鬼
神
と
名
づ
け
る
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な

ら
こ
れ
ら
の
善
神
は
、
み
な
念
仏
を
称
え
る

人
を
護
る
の
で
あ
る
。)
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発
行
　
真
宗
大
谷
派
（
東
本
願
寺
）
天
満
別
院

　
　
　
　
　
　
　
大
阪
市
北
区
東
天
満
一
ー
八
ー
二
六
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

電
　
話
　
六
三
五
一
ー
三
五
三
五

代
表
者
　
輪
　
番
　
武
宮
　
信
勝

　
こ
の
ご
和
讃
は
、
先
の
六
首
、
梵
王
帝
釈

か
ら
他
化
天
の
大
魔
王
ま
で
の
六
首
を
結
ん

で
、
三
界
内
の
天
地
の
善
神
が
、
み
な
同
じ

く
念
仏
を
称
え
る
者
を
守
護
さ
れ
る
こ
と
を

讃
嘆
し
て
い
ま
す
。

　 

「
天
神
地
祇
」
に
つ
い
て
は
、
今
ま
で
述

べ
て
き
ま
し
た
の
で
詳
し
く
は
述
べ
ま
せ
ん

が
、
梵
天
王
、
帝
釈
天
、
四
天
王
な
ど
の
天

の
神
と
、堅
牢
地
祇
、無
量
の
龍
神
、閻
魔
王
、

五
道
の
冥
官
の
地
の
神
で
す
。
こ
れ
ら
を
善

鬼
神
と
す
る
の
で
す
が
、
厳
密
に
は
、
梵
天

王
、
帝
釈
天
、
四
天
王
な
ど
の
天
の
神
は
諸

天
で
あ
り
、
地
の
神
の
閻
魔
王
、
五
道
の
冥

官
な
ど
も
鬼
神
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し

親
鸞
聖
人
は
、
そ
れ
ら
も
す
べ
て
鬼
神
と
し

ま
し
た
。
そ
の
こ
と
は
『
化
身
土
巻
文
類
』

に
大
智
律
師
の
『
盂
蘭
盆
経
疏
新
記
』
を
引

用
さ
れ
て
、 「
神
は
い
わ
く
鬼
神
な
り
。
す

べ
て
四
趣
、
天
、
修
、
鬼
、
獄
に
収
む
」
と

あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
天
界
、
修
羅
界
、
餓

鬼
界
、
地
獄
界
を
す
べ
て
鬼
神
と
い
う
こ
と

に
収
め
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
す
。

　
こ
こ
で
一
番
問
題
に
な
る
の
が
、
果
た
し

て
私
た
ち
は
鬼
神
に
仕
え
て
も
よ
い
の
か
と

い
う
こ
と
で
す
。
鬼
と
い
う
と
多
少
の
抵
抗

が
あ
り
ま
す
が
、
こ
こ
に
は
神
も
含
ま
れ
て

い
ま
す
。
神
と
い
う
と
、
そ
れ
は
手
を
合
わ

す
対
象
と
誰
も
が
思
う
こ
と
で
し
ょ
う
。 

　

　
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
同
じ
く
『
化
身
土

巻
文
類
』
に
『
論
語
』
を
引
い
て
お
ら
れ
ま

す
。
そ
の
文
は
『
季
路
い
は
く
、「
鬼
神
に

事
へ
ん
か
」
と
。
子
の
い
は
く
「
事
ふ
る
こ

と
あ
た
は
ず°
人
い
づ
く
ん
ぞ
よ
く
鬼
神
に

事
へ
ん
や
」』。
こ
れ
は
親
鸞
聖
人
独
特
の
読

み
方
で
す
。
本
来
の
読
み
は
「
季
路
、
鬼
神

に
事
へ
ん
こ
と
を
問
ふ
。
子
い
は
く
、
い
ま

だ
人
に
事
ふ
る
こ
と
あ
た
は
ず
。
人
い
づ
く

ん
ぞ
よ
く
鬼
神
に
事
へ
ん
や
」
で
す
。
つ
ま

　
三
月
の
法
座
・
行
事

　
　
　

　
十
一
日
・
同
朋
の
会
例
会
　
　

　
　
　
　
　
　
大
阪
教
区
第
七
組

　
　
　
　
　
　
　
　    

敎
應
寺
住
職

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
建
部
　
智
宏    

師

                                  

長
教
寺
住
職

　
　
　
　
　
　
　
　
　    
稲
垣
　
洋
信
　
師

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
午
後
二
時
）　
　

  

十
二
日
・
闡
如
上
人
御
逮
夜
・
常
永
代
経
　
　
　  

                                                （
午
後
一
時
半
）　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
十
三
日
・
闡
如
上
人
御
命
日
　
　（
午
前
八
時
）　

　
　
　
　

二
十
四
日
・
正
信
偈
書
写
の
会
（
午
前
十
時
）　

　 

　 

　
　
　
・
春
季
彼
岸
会
並
総
永
代
経
法
要
　
兼

                      

墓
地
納
骨
（
物
故
者
）
追
弔
法
要

　
　
　
　
　
　
大
阪
教
区
第
七
組

　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
照
寺
前
住
職
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
沖
野
　
頼
信
　
師

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　（
午
後
一
時
半
）

二
十
五
日
・
蓮
如
上
人
御
祥
月
御
命
日

　二
十
七
日
・
宗
祖
聖
人
御
逮
夜
（
午
後
二
時
）

二
十
八
日
・
宗
祖
聖
人
御
日
　
　（
午
前
八
時
）

　本店
　〒５３０−００４２

大 阪 市 北 区 天 満 橋 1 丁 目 2 番 18
　　TEL  06-6930-5075

　　FAX  06-6930-5078
　　0120-30-5075

本ほ
ん
が
ん願
を
き
き
て

　
疑う
た
が

う
こ
こ
ろ
な
き
を

　
　
聞も
ん

と
い
う
な
り

　
　
　（
法
語
カ
レ
ン
ダ
ー
よ
り
）　
　
　

◆
合
祀
墓
の
ご
案
内
　

　　
去
る
二
月
二
十
二
日
、
天
満
別
院
墓
地

に
於
い
て
天
満
別
院
の
由
緒
を
敬
慕
し
崇

敬
護
持
に
協
力
す
る
門
徒
及
び
信
徒
の
合

祀
墓
建
碑
式
を
責
任
役
員
、
墓
地
委
員
の

参
列
に
よ
り
執
り
行
い
ま
し
た
。

 

　
納
骨
等
詳
し
く
は
別
院
寺
務
所
ま
で
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

天満別院ホームページ 　http://www.tenma-betsuin.jp 天満別院ホームページ 　http://www.tenma-betsuin.jp



—3— 2018 年（平成 30 年）3 月 1 日　　　　　 —2—　　　　　　2018 年（平成 30 年）3 月 1 日

　
　
　

り
私
た
ち
は
、 

い
ま
だ
人
に
も
よ
く
仕
え
る

こ
と
が
で
き
な
い
で
い
る
の
に
、
ど
う
し
て

鬼
神
に
仕
え
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
か

と
言
っ
て
い
る
の
で
す
。
そ
れ
を
親
鸞
聖
人

は
、
鬼
神
に
仕
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
と

き
っ
ぱ
り
と
断
言
さ
れ
る
の
で
す
。

　
そ
う
す
る
と
、
今
ま
で
見
て
き
た
ご
和
讃

と
矛
盾
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
と

い
う
の
も
、
私
た
ち
凡
夫
は
阿
弥
陀
さ
ま
し

か
お
す
が
り
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
存
在
で

す
。
阿
弥
陀
さ
ま
に
お
す
が
り
し
、
さ
ら
に

鬼
神
た
ち
に
仕
え
た
の
な
ら
ば
、
お
そ
ら
く

阿
弥
陀
さ
ま
へ
の
方
向
を
見
失
う
こ
と
で

し
ょ
う
。
で
す
か
ら
親
鸞
聖
人
は
、
き
つ
い

調
子
で
鬼
神
に
仕
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
と

お
っ
し
ゃ
る
の
で
す
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
は
鬼

神
の
存
在
の
否
定
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
鬼
神

た
ち
は
、
私
た
ち
が
間
違
い
な
く
阿
弥
陀
さ

ま
の
方
向
へ
向
か
う
よ
う
に
と
、
後
方
支
援

す
る
よ
う
な
形
で
、 

私
た
ち
凡
夫
を
取
り
巻

い
て
い
る
の
で
す
。

　
　
ご
挨
拶
（
新
任
）

　
　
　
　
　
　
武
宮
　
信
勝

　
こ
の
度
、
図
ら
ず
も
長
谷
山
御
輪
番
の
後

任
と
し
て
輪
番
を
仰
せ
付
か
っ
た
武
宮
と
申

し
ま
す
。

　
現
在
、
長
崎
教
区
内
の
小
さ
な
島
（
松

島
）
で
、
約
二
百
戸
の
ご
門
徒
と
真
宗
の
生

活
を
営
ん
で
お
り
ま
す
。
人
よ
り
も
イ
ノ
シ

シ
の
数
が
多
い
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
島
民
は
田
畑
に
害
を
も
た
ら
す
イ

ノ
シ
シ
対
策
に
日
頃
汗
水
を
流
し
て
お
ら
れ

ま
す
。
そ
ん
な
田
舎
者
の
私
が
大
都
会
の
大

阪
、
し
か
も
教
如
上
人
の
ゆ
か
り
の
天
満
別

院
に
お
世
話
に
な
る
と
は
身
の
程
知
ら
ず
と

は
充
分
承
知
し
て
い
ま
す
。
長
谷
山
御
輪
番

が
就
任
さ
れ
て
二
年
目
、
宗
祖
親
鸞
聖
人
御

正
忌
報
恩
講
に
教
導
と
し
て
初
め
て
別
院
に

お
邪
魔
い
た
し
ま
し
た
。
近
代
的
な
伽
藍
の

大
き
さ
に
目
を
奪
わ
れ
た
強
い
印
象
を
持
っ

た
こ
と
で
し
た
。
い
ず
れ
に
い
た
し
ま
し
て

も
、
寺
離
れ
、
墓
じ
ま
い
が
進
む
今
日
の
寺

院
社
会
情
勢
と
真
向
か
い
に
な
っ
て
、教
学
・

教
化
の
課
題
を
見
誤
る
こ
と
な
く
、
皆
さ
ん

と
共
に
語
り
、
丁
寧
に
歩
ん
で
ま
い
り
た
い

と
念
じ
て
お
り
ま
す
。
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
あ
げ
ま
す
。

◆
春
季
彼
岸
会
並
総
永
代
経
法
要

　
　
兼
　
墓
地
納
骨
（
物
故
者
）

　
　
　
　
　
　
追
弔
法
要
の
ご
案
内

　　
天
満
別
院
で
は
左
記
の
日
程
で
春
季
彼
岸

会
並
総
永
代
経
法
要
兼
墓
地
納
骨（
物
故
者
）

追
弔
法
要
を
お
勤
め
い
た
し
ま
す
。

　
尚
、
法
要
の
後
、
法
話
が
あ
り
ま
す
。
ど

う
ぞ
皆
様
ご
参
拝
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
ご
案

内
申
し
上
げ
ま
す
。

　
日
　
時
　
　
三
月
二
十
四
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
　
午
後
一
時
半
よ
り
勤
行

　　
場
　
所
　
　
天
満
別
院
本
堂

　　
御
講
師
　
　
　
大
阪
教
区
第
七
組

　
　
　
　
　
　
　
　
本
照
寺
前
住
職
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
沖
野
　
頼
信
　
師

◆
真
宗
本
廟
　
春
の
法
要
の
ご
案
内

　
真
宗
本
廟
（
本
山
）
で
は
左
記
の
日
程
の

通
り
、
春
の
法
要
が
執
り
行
わ
れ
ま
す
。
皆

様
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
是
非
ご
参
拝
く
だ

さ
い
。

四
月
一
日
（
日
）

　

師
徳
奉
讃
法
要
　
　
　
　
　
午
前
十
時

　

親
鸞
聖
人
御
誕
生
会
　（
音
楽
法
要
）

　
　

記
念
講
演
　「
人
と
生
ま
れ
た
し
る
し
」

　
　
　

御
講
師
　
同
朋
大
学
名
誉
教
授

　
　
　
　
　
　
　
　
　

池
田
　
勇
諦
　
師

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

午
後
一
時
二
十
分

　

四
月
二
日
（
月
）

　

全
戦
没
者
追
弔
法
会
　
　
　 

午
前
十
時

　
　

記
念
講
演
　「
無
義
を
も
っ
て
義
と
す
」

　
　
　

御
講
師
　
姫
路
医
療
セ
ン
タ
ー
小
児
科
医
長

　
　
　
　
　
　
　
　
梶
原
　
敬
一
　
師

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
午
前
十
一
時
半

四
月
三
日
（
火
）

　
　

相
続
講
員
物
故
者
追
弔
会 

兼

　
　
　
帰
敬
式
受
式
物
故
者
追
弔
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
午
前
十
一
時

◆
歓
送
迎
会
の
ご
案
内

　
こ
の
度
、
天
満
別
院 

長
谷
山 

法
雄
輪
番

が
任
期
満
了
に
な
り
、
二
月
二
十
八
日
付
け

で
退
職
さ
れ
、
ま
た
、
後
任
と
し
て
武
宮  

信
勝
新
輪
番
が
着
任
さ
れ
ま
し
た
。
つ
き
ま

し
て
は
左
記
の
通
り
、
歓
送
迎
会
を
開
催
い

た
し
ま
す
。
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
　

　
　
　
　
　
　
　
　
記

　
日
時
　
三
月
二
十
九
日
（
木
）

　
　
　
　
　
　
　
午
後
五
時
半
　
受
付

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
午
後
六
時
　
　
開
会

　
場
所
　
ホ
テ
ル
阪
急
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

　
会
費
　
一
人
　
一
万
三
千
円

　
ご
門
徒
様
、
寺
院
様
に
関
し
ま
し
て
は
先

日
お
送
り
し
て
お
り
ま
す
案
内
状
に
同
封
の

ハ
ガ
キ
に
て
ご
返
信
く
だ
さ
い
。

◆
公
開
講
習
会
の
ご
案
内

　
　
　
　
　

　
こ
の
度
、
天
満
別
院
で
は
教
化
委
員
会
法

要
部
会
主
催
に
よ
る
平
鏧
等
に
つ
い
て
公
開

講
習
会
を
計
三
回
行
い
ま
す
。
対
象
者
は
得

度
を
受
式
さ
れ
た
方
で
あ
れ
ば
、
ど
な
た
で

も
ご
参
加
で
き
ま
す
。
つ
き
ま
し
て
は
左
記

の
通
り
、
開
催
い
た
し
ま
す
。
是
非
ご
参
加

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　
　
　
　
　
　
　
記

　　
日
時
　
四
月
五
日
（
木
）

　
　
　
　
　
　
　
午
後
五
時
〜
午
後
七
時

　
　
　
　
五
月
八
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　
　
午
後
五
時
〜
午
後
七
時

　
　
　
　
六
月
八
日
（
金
）

　
　
　
　
　
　
　
午
後
五
時
〜
午
後
七
時

　
お
申
し
込
み
は
天
満
別
院
寺
務
所
へ

F
A
X
、
又
は
お
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
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